
【進捗区分】  Ａ … 目標値を達成            B … 目標値の７割以上の進捗 

Ｃ … 目標値の 5 割以上の進捗 D … 目標値の 5 割未満の進捗 

－ … その他（評価困難なもの） 

デジタル田園都市国家構想交付金事業（地方創生推進タイプ） 

の実施状況について 
 

■ デジタル田園都市国家構想交付金事業（地方創生推進タイプ）の実施状況について 

○国のデジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）は、「地方版総合戦略」

に位置付けられる事業に対して交付される。（補助率 ２分の１） 

○各事業で設定した KPI（重要業績評価指標）の達成状況については、外部有識者や 

議会での検証を経た上で、国に報告を行う。 

 

＜令和 5（２０２3）年度 KPI 進捗状況＞ 

 

 

 

 

事業名 

進捗状況 

KPI 

設定数 
【A】 【Ｂ】 【Ｃ】 【D】 【－】 

１ 
古町再生プロジェクト推進事業 

（事業期間：R３～R７ ３年目） 
3 ２ 0 １ 0 0 

２ 

地域企業のデジタル化と異業種連携による DX 

推進事業 

（事業期間：R３～R７ ３年目） 

3 1 1 1 0 0 

３ 
仕事と暮らしの強みを活かした若者人材定着事業 

（事業期間：R３～R７ ３年目） 
4 3 1 0 0 0 

４ 
「にいがた２km」魅力向上事業 

（事業期間：R４～R8 ２年目） 
３ ２ 1 0 0 0 

５ 

将来に向けた持続可能な食と農の創出 

プロジェクト 

（事業期間：R5～R9 １年目） ※延長申請中 

4 2 2 0 0 0 

6 
日和山浜魅力創出事業 ～ハマベリング!!!～ 

（事業期間：R5～R9 1 年目） ※延長申請中 
４ 3 0 0 1 0 

合計 21 13 5 2 1 0 

・全 KPI のうち 61.9％（前年：68.8％）が目標を達成（その他【－】は集計から除く） 

 ・各事業の事業概要、事業費、KPI の項目については次ページ以降に記載 
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○事業概要

○R5実績（単位：円） 補助率1/2

実績額(対象事業費) 補助金交付額

35,414,600 17,707,300

○主な事業

　　　古町地区魅力創出・発信事業

　　　古町地区空き店舗活用事業

　　　チャレンジショップ事業

　　　古町花街の歴史的な街並み保存事業

単位 開始時点
R4実績
（累計値）

R5目標
（累計値）

R5実績
（累計値）

評価

① 人 48,557 35,847 50,015
31,759
（見込み）

Ｃ

② 件 0 20 9 25 Ａ

③ 件 0 28 12 35 Ａ

1日あたりの古町地区の歩行者通行量

古町再生プロジェクト推進事業

　古町地区将来ビジョンの具現化に向け、各種事業に取り組み、同地区の賑わいを創出する。

当初予算額

40,462,000

8,166,000円

事業期間:R3～R7（3年目）

16,574,000円

5,174,600円

5,500,000円

KPI（重要業績評価指標）の結果と要因分析

今後の展開

　KPI①が目標未達成となる見込みだが、古町空き店舗活用事業等による支援を受けた店舗の来店者数は年々増加傾向にあると
ともに、古町地区魅力創出・発信事業により開催支援し、数千（人/日）規模の来場があったイベントがR６年度から定期開催される
など、本事業により古町地区への来街者増につながる成果が生まれている。
　こうした実績を踏まえ、今後もニーズに合わせた予算配分を行った上で、事業を継続することとし、古町地区の魅力向上を図り、
来街者の増加、さらには同地区の交流人口の拡大や経済の活性化に結びつけていく。

本事業実施による古町地区の空き店舗活用数

古町地区将来ビジョンの具現化に向けた取り組み数

主な取り組み 目標達成（未達成）理由と課題

○古町地区に来訪者を呼び込み、商業販売額の増につながる魅
力的なコンテンツの創出を目的に、地域資源を活かした新規コン
テンツ開発等を行う事業者を支援した。

○商店街の後継者不足や空き店舗の増加が課題となる中、商店
街内の空き店舗へ出店する事業者の支援を実施するとともに、
将来の商店街を担うプレイヤーの呼び込みを目的に、創業希望
者及び新規事業を展開する事業者等に、低廉な家賃設定の店舗
を提供して支援した。

○古町花街地区への誘客を目的に、同地区内に多く残る歴史的
建造物等の外観を整備する事業者を補助し、昼も夜も趣を感じ
るまちなみ整備を推進した。

①歩行者通行量の減少要因としては、調査当日の天候やイベン
トの開催状況等が考えられる。本事業により開催支援したイベン
ト時など、一時的な歩行者通行量の増加は確認されているが、
より日常的な賑わい創出に向けた魅力的な店舗やコンテンツの
創出が必要と考えられる。

②③効果的な広報や関係機関と連携する事で、空き店舗活用数
や古町地区将来ビジョンの具現化に向けた取り組み数を達成す
ることができた。

古町花街の歴史的な街並み保存事業採択事業

歴史的建造物の外観整備

古町地区空き店舗活用事業により

オープンしたカフェ

古町地区魅力創出・発信事業採択事業

古町夜市
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○事業概要

○R5実績（単位：円） 補助率1/2

実績額(対象事業費) 補助金交付額

26,738,500 13,369,250

○主な事業

　　　プラットフォーム運営費

　　　新規事業開発実践プログラム

　　　概念実証支援事業

単位 開始時点
R4実績
（累計値）

R5目標
（累計値）

R5実績
（累計値）

評価

① 件 0 7 15 13 Ｂ

② 社 0 48 30 59 Ａ

③ 社 0 73 90 58 Ｃ

KPI（重要業績評価指標）の結果と要因分析

事業期間:R3～R7（3年目）

プラットフォームを通じて事業化した件数

地域企業のデジタル化と異業種連携によるDX推進事業

　デジタル化とDXの推進、新規事業開発に必要なさまざまなサービスを提供する会員制プラットフォームを構築し、市内企業の
効率の向上及び付加価値の向上を図る。

当初予算額

28,894,000

8,394,000円

9,564,500円

8,780,000円

今後の展開

　DXの推進と新規事業開発を加速させるため、企業のイノベーション創出のサイクルを定着させる実践型プログラムを実施すると
ともに、事業化に向けた実証実験に係る経費を補助し、共創によるイノベーションの創出を図る。KPI達成に向け、これらの取り組
みをプラットフォームへの加入のきっかけとするとともに、その実績や効果をPRし、新規企業の獲得及びプラットフォームの活性
化に繋げ、さらなる地域企業のデジタル化と異業種連携によるDXを推進していく。

プラットフォームを通じてデジタル化やDXに取り組
んだ企業数

プラットフォーム会員企業数

主な取り組み 目標達成（未達成）理由と課題

○異業種の共創による新規事業開発のための会員制コミュニ
ティ「DXプラットフォーム」を通じて、事業発表会や交流会などオ
フライン・オンライン両方での会員企業間の事業連携機会の創出
に取り組むとともに、企業による新規事業開発のプロジェクトを
支援した。

○企業がプロジェクトに取り組むにあたり、企業のイノベーション
創出のサイクルを定着させる実践型プログラムを実施するとと
もに、事業案の検証（概念実証）に係る経費を補助し、企業の新
たな取り組みの事業化を支援した。

①②事業発表会やオフ会などを通して、会員企業同士のネット
ワークが活性化したことや、デジタル技術を活用した実証・実装
に対し支援したことで、目標を概ね達成することができた。

③新規会員獲得に向け、新事業開発実践プログラムの実施やビ
ジネスイベントなどあらゆる機会を捉えて情報発信するととも
に、オフ会開催や展示会共同出展など、現会員企業向けの活動
にも積極的に取り組んできたが、新規加入が伸び悩む中、目的
を達成したことによる退会などで会員企業数が減少したことも
あり、目標を達成することができなかった。

DXプラットフォームの運営

新規事業開発実践プログラムの実施 新たなサービスの実証事業の支援
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○事業概要

○R5実績（単位：円） 補助率1/2

実績額(対象事業費) 補助金交付額

50,257,440 25,128,720

○主な事業

　　　海外ビジネス支援事業費、産業見本市開催費負担金 円

　　　働き方改革推進事業 円

　　　企業誘致促進事業＠新潟サテライトオフィス 円

　　　副業関係人口創出事業 円

　　　新潟暮らし魅力発信事業 円

単位 開始時点
R4実績
（累計値）

R5目標
（累計値）

R5実績
（累計値）

評価

① ％ 51.4 50.5 54.4 48.3 Ｂ

② 人 445 622 520 582 Ａ

③ 人 21 57 84 91 Ａ

④ 件 59 37 80 114 Ａ

　官民協働によりワーク・ライフ・バランスを推進するとともに、中小企業等の働きやすい職場づくりを支援し、職場環境の魅力向
上とその認知度を促進することで企業の採用力向上を図り、市内に住む若者の地元就職率を高めていく。
　また、移住セミナーの開催等と併せて、WEBを活用して新潟暮らしの魅力を発信していくことで、移住者増を図るとともに、「テ
レワークによる地方移住」及び「地方での副業」への関心の高まりを活かして、東京圏の副業人材と市内中小企業とのマッチングを
生み出す仕組みの試験運用を開始し、引き続き、副業関係人口の創出に注力していく。
　産業見本市では、引き続き時機を捉えた企画で事業者のビジネスマインドのアップデートに対応するとともに、スタートアップ企
業や市外・県外から誘致した企業など、地元中小企業と普段関わりの薄い事業者への周知・広報を強化・拡大し、新たな接点・交流
の機会を設けることで、マッチング数のさらなる増加を目指す。

市内連携大学における県内就職率

転入者アンケートによる県外からの移住者数

関係人口創出事業を通じて本市とつながりを持った
参加者数

販路開拓などの支援事業における参加企業の商談
成立件数

主な取り組み 目標達成（未達成）理由と課題

KPI（重要業績評価指標）の結果と要因分析

○海外ビジネス支援事業では食の輸出商談会（台湾向けなど）や
他機関と共催で事業を実施した。また、新潟地域産業見本市
「日々是新（ひびこれあらた）」の開催経費支援を行った。

○働き方改革に先駆的に取り組む企業の表彰や、経営者向けセ
ミナーを開催したほか、専用ウェブサイトを活用して取組事例の
紹介など総合的な情報発信を行った。また、働き方改革推進企
業ネットワークを立ち上げた。

○本市への進出を検討する企業に、民間の知見を活用し、市内
企業とのマッチングを支援した。

〇外部の副業人材と課題を抱える市内の企業・団体とのマッチ
ングを促進し、課題解決プロジェクトの実施を通じて関係人口を
創出する取組を実施した。

○各種ウェブサイトの運営やセミナーの実施を通じて、新潟暮ら
しの魅力を市内外にＰＲした。その他、若者の地元就職への意識
醸成を促進するため、セミナーの開催や企業情報の発信などを
行った。

①コロナ禍を経てオンラインによる就職活動も活発になり県外
就職が再び増加した影響から、目標未達成となった。引き続き、
関係機関・団体との連携を密にしながら、企業間のネットワーク
構築することにより、先駆的な企業の取組の横展開を図り、市
内企業の魅力と認知度向上及び人材の確保に繋げていく。

②③移住セミナーの開催やポータルサイトによる情報発信など
様々な手段で積極的な魅力発信を行い、それぞれR5年度目標
値を達成することができた。

④産業見本市では、社会経済環境が大きく変化する状況を踏ま
えて事業内容を刷新し、情報・スキルのアップデートや事業者間
の交流促進を狙った企画を実施。商談成立件数は増加した。海
外ビジネス支援事業では、従来行っていた単独での新潟市フェ
アやイベントに加えて、他機関と共催で商談会やライブコマース
といった事業を実施したことで、目標を達成した。

今後の展開

4,787,923

6,065,106

12,000,000

11,111,307

8,952,233

仕事と暮らしの強みを活かした若者人材定着事業

　地域企業の稼ぐ力の向上や良好な雇用環境の維持・創出を図り、若者の市内就労を促進する。

当初予算額

54,431,000

事業期間:R3～R7（3年目）

働き方改革に先駆的に取り組む企業の表彰
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○事業概要

○R5実績（単位：円） 補助率1/2

実績額(対象事業費) 補助金交付額

121,847,886 60,923,943

○主な事業

　　　東大通”人中心の空間づくり”推進事業

　　　緑のまちなか空間創造事業

　　　にいがた2km 食花マルシェ

　　　にいがた2kmシェアサイクル運営事業

単位 開始時点
R4実績
（累計値）

R5目標
（累計値）

R5実績
（累計値）

評価

① 人/日 114,480 103,753 116,768
90,222
（見込み）

Ｂ

② 回転/日 0 0.72 1.25 1.37 Ａ

③ PV 0 147,812 51,000 349,876 Ａ

都心エリアの歩行者通行量

「にいがた2km」魅力向上事業

　活力ある拠点都市新潟の実現に向け、各種事業に取り組み、「にいがた2km」の魅力向上を図る。

当初予算額

125,800,000

28,414,995円

事業期間:R4～R8（2年目）

26,369,305円

8,746,908円

5,724,071円

KPI（重要業績評価指標）の結果と要因分析

今後の展開

　KPI①が未達成となる見込みだが、本事業による一時的な来街者の増加やシェアサイクル利用者の増加、特設ホームページ閲覧
数の増加等の成果は確認されていることを踏まえ、今後も事業を継続する。
　あわせて、より恒常的な来街者の増加につながるよう、ソフト事業と組み合わせることで相乗効果を発揮するハード整備や、地域
資源を活用したコンテンツ開発等を行う事業者の支援等により、公民連携して「にいがた2km」の魅力向上と賑わい創出に取り組
んでいく。

シェアサイクル車両あたり回転数

「にいがた2km」特設ホームページ閲覧延べ件数

主な取り組み 目標達成（未達成）理由と課題

○居心地が良く、歩きたくなる人中心の道路空間づくりに向け、
道路空間の多様な利活用を行う社会実験を実施した。

○歩行者の目に触れる緑を増やす取組として、主要交差点部で
の大型プランター設置や植樹ますの補植・改良を実施したほか、
緑化重点地区内の民有地における緑化に対する経費への補助事
業を実施した。

○生産者、農業団体、8区役所、専門学校、農福連携、生花店など
66者が一堂に会し、市全域から特色ある農産物や加工品、地域
と連携した取組を集め「食花マルシェ」を開催。市内外から2日間
で3.8万人が来場し、まちの賑わい創出とともに本市の強みで
ある食と花の魅力を強く発信した。

○まちなかの回遊性向上や公共交通の補完を目的に、にいがた
2kmエリア周辺でシェアサイクルを運営した。

○にいがた２ｋｍの魅力やまちづくりの取組を分かりやすく伝え
ることを目的に、特設ホームページ「ニイガタニキロニュース」を
通じて、にいがた2kmの関連情報を発信した。

①歩行者通行量の減少要因としては、調査当日の天候やイベン
トの開催状況等が考えられる。本事業による社会実験時など、
一時的な歩行者通行量の増加は確認されているため、より日常
的な賑わい創出に向けたエリアの魅力向上や歩きたくなる空間
形成を進めていく必要がある。

②にいがた2km沿線だけでなく、周辺の観光スポットや商店街
等にポートを設置するなど、エリア拡大により回遊性が向上し、
利用者の増加につながった。

③多くのフォロワーを抱える「ガタ子さん」を公式アンバサダー
に起用し、SNS等を通じて情報拡散したことで目標を大きく上
回るPV獲得につながった。

人中心の空間づくり社会実験

にいがた2km食花マルシェ にいがた2kmシェアサイクル

緑のまちなか空間創造事業
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○事業概要

○R5実績（単位：円） 補助率1/2

実績額(対象事業費) 補助金交付額

10,259,535 5,129,767

○主な事業

　　　令和版！アグリ・スタディ・プログラム

　　　農業脱炭素・ＳＤＧｓ推進事業

　　　フードシェア推進による食品ロス削減＆子ども食堂支援事業

　　　 

単位 開始時点
R4実績
（累計値）

R5目標
（累計値）

R5実績
（累計値）

評価

① 億円 569.9 509.8 570.2 509.8 Ｂ

② 校 5 5 12 15 Ａ

③ a 31,403 35,311 34,403 37,791 Ａ

④ kg 0 0 1,000 912 Ｂ

今後の展開

　「令和版！アグリ・スタディ・プログラム」においては、引き続き学習に取り組む実施校の取組を支援するとともに、教材用動画や
微細粉の米粉製粉機の活用を図ることで新たな実践事例を増やし、実施校の増加につなげる。
　農業脱炭素・ＳＤＧｓ推進事業では、農業DXによる生産性向上や脱炭素・環境保全に資する民間の新たな取組を支援するととも
に、この取組によって得られる生産性向上や脱炭素のノウハウを広く情報発信し、農業現場への実装につなげていく。
　フードシェア推進による食品ロス削減としては、市内全域でフードシェアの機運を高めていくため、補助金交付団体以外での拠点
整備を進めるとともに、各拠点での取組が自主的に実施されるよう関係者（農業者、子ども食堂など）との調整を進めていく。

令和版！アグリ・スタディ・プログラム実施校数

環境への負荷を低減させる取組の面積

寄付された野菜等の重量（食品ロス削減量）

主な取り組み 目標達成（未達成）理由と課題

○「令和版！アグリ・スタディ・プログラム」実施モデル校に伴走
し、各学校のニーズに応じた専門家や校外学習先を紹介すると
ともに、講師謝礼や校外学習の交通費などの経費支援を行った。
さらに、令和6年度以降の実施校の学習に活用するため、各校の
取組をまとめた実践事例集や、本市の食と農の魅力や現状を紹
介する教材用動画を制作したほか、微細粉の米粉製粉機を新た
に導入した。

〇ヤシの実チップと燻炭（もみ殻や木くずを炭化させた資材）を
使用したいちご栽培の取組を支援し、研修を実施するなど現場
への普及啓発を行った。

〇直売所の売れ残りや規格外などの理由から廃棄されている野
菜等を、市内の子ども食堂に提供するための拠点設置に係る支
援を行った。

①新たな園芸産地づくりの取組により、園芸産出額は伸びてい
るものの、米価の下落や収穫量の減少により米の産出額が伸び
悩み、農業産出額全体としては目標を達成できなかった。

②食や農、ＳＤＧｓに関する学習への意欲、先進的に取り組んで
いる実績などを考慮し、モデル校を小学校から大学までの12校
に拡大し伴走支援するとともに、令和4年度に実施した3校が継
続して学習の取組を希望したことから目標達成につながった。

③化学肥料や化学合成農薬の低減に向けた農業者への支援に
より、取組者の増加や既存取組者の取組面積が拡大し、目標を
達成した。

④フードシェアの概念が十分に浸透していないこともあってか、
想定より寄付量が伸び悩んだが、着実に増加傾向にあるため、
継続して取り組むことで、次年度以降、目標を達成する見込みで
ある。

農業産出額

将来に向けた持続可能な食と農の創出プロジェクト

デジタル技術を有効に活用し、新潟市の強みである「食」と「農」を持続可能なものにするための取組を実施する。

当初予算額

25,200,000

8,571,935円

事業期間:R5～R9（1年目）　※延長申請中

１,０９７,２００円

590,400円

KPI（重要業績評価指標）の結果と要因分析

食と農に関する探究的な学習

環境負荷低減に向けたイチゴ栽培の取組

フレッシュフードシェア
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(6/6)

○事業概要

○R5実績（単位：円） 補助率1/2

実績額(対象事業費) 補助金交付額

8,878,963 4,439,481

○主な事業

単位 開始時点
R4実績
（累計値）

R5目標
（累計値）

R5実績
（累計値）

評価

① 人 5,650 5,650 6,000 17,885 Ａ

② 人 0 0 400 4,600 Ａ

③ 件 0 0 15 25 Ａ

④ ％ ▲ 0.83 ▲ 0.83 ▲ 0.80 ▲ 1.16 Ｄ

4,200,000円

659,363円

　賑わい創出イベント、多様な主体と連携した取組、

　だれもが隔たりなく（障がい者も健常者も区別なく）

○海水浴場開設期間中、BBQセットの貸出しやキッチンカーの
出店を行い、日除けシェードのある飲食スペース等を設けること
で、海水浴だけではない浜辺の魅力を体感できる環境づくりに
取り組んだ。

○海水浴場開設期間中のほぼ毎週末、音楽ステージや謎解き
ゲーム等のイベントを開催し、日和山浜を訪れる機会を創出し
た。また、日和山小学校の児童を対象とした地域への愛着を持つ
ことの大切さを学ぶ校外学習や、新潟青陵大学生と連携して「し
もまち」のまちあるき冊子の制作に取り組んだ。

○海水浴場開設期間中、仮設ユニバーサルトイレを設置し、誰も
が利用しやすいバリアフリーな環境づくりを行った。また、新潟
青陵大学生やNPO法人と協働し、砂浜用車いすを使用したバリ
アフリー実証を行い、車いす利用者が浜辺を楽しむために必要な
環境整備等を確認した。

①②事業PR及び新型コロナの行動制限緩和の影響により、目
標を大きく達成したが、猛暑の影響がなければさらに実績を上
げることができたと考えられるため、令和６年度は暑さを避け
た時期・時間帯のイベントに見直す予定である。

③地域や学校等から事業趣旨に賛同してもらうことができ、多
様な主体による連携等を目的としたネットワークを起ち上げる
ことができたことから、主体同士による連携した取組が増えた
ことにより、目標を大きく達成した。

④転入出の影響を受けにくい各年度９月末現在を基準としてお
り、事業開始から半年時点での実績値であること、また、取組の
成果が実績として表れるには長期を要することから、目標値に
は達しなかった。しかし、交流人口・関係人口の創出につながる
取組を継続して行うことにより、人口減少にも歯止めがかかる
ことを期待する。

今後の展開

　事業PR及び新型コロナの行動制限緩和の影響から、イベント参加人数は目標を大きく達成したが、猛暑の影響がなければさらに
多くの交流人口を創出できたと考えられる。令和６年度は、より多くの方が訪れやすく、快適に過ごせるよう、暑さを避けた時期・
時間帯にイベントを開催する予定である。
　移住・定住者の増加が実績として表れるには時間を要するが、地域の魅力・賑わい創出の取組や、地域団体、民間事業者、NPO
法人、学校、行政等の多様な主体との連携・協働の取組を継続して行うとともに、移住・定住に関するニーズ調査や滞在型・体験型
事業等について検討していく。

新潟柳都中学校区の前年からの人口減少率

主な取り組み 目標達成（未達成）理由と課題

イベント参加人数

対象事業実施場所等において、複数の主体（地域団
体等）の協働により実施された事業（取組み）の数

日和山浜魅力創出事業～ハマベリング!!!～

日和山浜を地域資源とし、多様な主体と協働しながら、少子高齢化が著しく進む「しもまち地域」の魅力創出に努め、地域活性化、
観光振興、移住・定住促進に取り組む。

当初予算額

9,309,000

　家族や友人と、または一人でも日和山浜で

事業期間:R5～R9（1年目）　※延長申請中

来て楽しむことができる海と公園づくり

KPI（重要業績評価指標）の結果と要因分析

日和山海水浴場の観光入込客数

デイキャンプやBBQが楽しめる場の構築

地域への愛着を醸成する取組等の実施

4,019,600円

賑わい創出イベントの実施

イベントの様子(音楽ステージ)

大学生によるまち歩き冊子制作

砂浜用車いす実証地元小学生を対象とした校外学習
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○「デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）」を活用する令和6年度の新規事業

事業名 タイプ 事業概要
R6事業費
（対象経費）

○新潟市の令和5年度受入実績

寄附事業者 寄附金額 充当事業 担当課

株式会社プライムアシスタンス
（東京都港区）

1,000千円 古町再生プロジェクト推進事業 都市政策部

株式会社イードア
（東京都港区）

2,000千円 「にいがた2km」魅力向上事業 都市政策部

鈴木治作株式会社
（東京都千代田区）

500千円 将来に向けた持続可能な食と農の創出プロジェクト 農林水産部農林政策課

アドバンサー株式会社
（東京都渋谷区）

100千円 将来に向けた持続可能な食と農の創出プロジェクト 農林水産部農林政策課

プログレス・テクノロジーズ
株式会社 （東京都江東区）

2,000千円 将来に向けた持続可能な食と農の創出プロジェクト 農林水産部農林政策課

株式会社ダイナム
（東京都荒川区）

2,000千円 日和山浜魅力創出事業～ハマベリング!!!～ 中央区地域課

7,600千円 ※１回あたり１０万円以上

【企業版ふるさと納税の併用に係る特例措置（インセンティブ）について】

　企業版ふるさと納税により単年度で200万円以上の寄付を受け入れた事業については、最長５年間の交付金の延長申請が可能。

　（ただし、令和５年度以前の継続事業であって、令和５年度中に寄付を受領した事業に限る。）

　○延長済の事業

　○延長申請中の事業

　　・地域企業のデジタル化と異業種連携によるDX推進事業　（事業期間：R3～R7　５年間）

（参考）令和６（２０２４）年度開始の事業について

デジタル技術を活用した地域
就労モデル構築事業

横展開
（3年）

【新規事業（1年目）】
計画期間：令和6（2024）年度～令和8（2026）年度

　市民の所得向上と事業者の人手不足解消を図るため、既存の単日
短時間就労のマッチングサービス上に新潟市公式ページを設ける。併
せて、潜在的な雇用の掘り起こしを目的とし、在宅テレワーカーの育
成・活用支援の施策を実施する。
　令和6年度は、新潟市公式ページを作成した上で、求職者及び事業
者の利用促進を図るための広報活動に取り組むとともに、在宅テレ
ワーカーを養成するためのスキル習得講座や事業者の人材活用を促
進するための業務切り出しワークショップを開催する。

69,054千円

地域の担い手育成と潜在資源
の活用による持続可能なまち
づくり事業

横展開
（3年）

【新規事業（1年目）】
計画期間：令和6（2024）年度～令和8（2026）年度

　活力あふれる・持続可能なまちづくりの実現に向け、将来を担う若
い世代が「集い・考え・活躍する場」を創出し、まちづくりに主体的に関
わる民間プレイヤーの発掘・育成に取り組む。
　令和６年度は、市民や民間事業者がまちに関わる仕組みとして、公
民連携により、にいがたまちあそび学校「KAIKOU!」を設立するほ
か、リノベーションまちづくりの推進に向けた講演会やスクール等を
開催する。

22,900千円

（参考）企業版ふるさと納税の令和5(2023)年度実績について

【制度概要】
　自治体が行う地方創生の取組に対する企業の寄附について法人関係税を税額控除する制度（寄附自治体以外に本社があることが要件）
　令和2（2020）年度から、地方版総合戦略に基づく地域再生計画を作成し、国から認定を受けることにより、地方版総合戦略に基づく事業
であれば、幅広く寄附を受けることができるようになった。

受入全体額　12,710千円

　　・古町再生プロジェクト推進事業　（事業期間：R3～R7　５年間）

 　うち、デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）の対象事業に充当したものは以下の通り

　　・仕事と暮らしの強みを活かした若者人材定着事業　（事業期間：R3～R7　５年間）

　　・「にいがた２km」魅力向上事業　（事業期間：R4～R8　５年間）

　　・将来に向けた持続可能な食と農の創出プロジェクト　（事業期間：R5～R9予定　５年間）

　　・日和山浜魅力創出事業　～ハマベリング!!!～　（事業期間：R5～R9予定　５年間）

在宅テレワーカー

ギグワーカー

市内事業者

市内事業者
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